
C42

デジタル・トランス
フォーメーション（DX）
の推進

○平時と災害時をまたぐシームレスなドローンの活用について実証を行い、その結果や、明らかとなった課題をとりまとめ、ハンド

ブックを作成・公開【R6】

○北海道デジタル人材育成推進協議会へ参画し、デジタル人材の育成・確保に向けた推進体制の構築・取組を促進【R6】
0525

総合交通ネットワークの
形成

◇北海道管理空港のうち、女満別空港、中標津空港、紋別空港、奥尻空港及び利尻空港の5空港において、空港管理者である北海道

をはじめとする空港関係者が一体となって、空港ごとに空港脱炭素化推進計画を策定し、脱炭素化に向けた取組を推進【R6.10国土

交通大臣から認定】
0202

地球温暖化対策の推進

○ライフスタイル・ビジネススタイルの転換につながる取組を広く呼びかけ、できることからゼロカーボンを実践する｢ゼロカーボ

ン北海道チャレンジ！｣の取組を推進し、道民の行動変容を促進

○家庭からの排出量を見える化するスマートフォンアプリ｢北海道ゼロチャレ！家計簿｣の利用拡大に向けたキャンペーン、WEB広告

など広報活動を実施

○若者をはじめ全道各地で行動変容を促進するため、ゼロカーボン北海道普及啓発のための地域イベントに出展

○北海道地球温暖化防止活動推進員による普及啓発活動の実施により、道内各地域において地球温暖化対策の重要性への理解促進

【R6派遣回数：29回、参加人数：合計1,308人】

○気候変動適応に関する情報についてメルマガを道民、事業者等に配信【R6：12回配信、R7.7現在：登録者数454件】

0506

区分 主な取組
備考

(施策Code)

№

■　チャレンジする道庁づくり
職員の政策提案力や実行力を高め、直面する道政課題の解決に全力で取り組みます。
（政策展開の方向性）
道民の皆様の理解と協力を得て政策を強力に推進し、政策提案力や実行力を高めていくため、広報機能を強化するとともに、道庁版スタートアップの推進や職員研
修の充実、ナッジの活用、積極的な民間登用や若手職員の活躍支援など組織の活性化に取り組みます。また、スマート道庁の強化やデジタル人材を育成するととも
に、庁舎の再エネ設備や次世代自動車の導入の推進などの取組を加速し、ファシリティマネジメントの強化による道有資産の有効活用やコストの削減などに取り組
みます。

※主な取組については、令和７年度基本評価・事務事業評価調書(「○～」)、道ホームページ等(「◇～」)　より引用・作成



その他

◇多様・複雑化する政策課題への迅速な対応と職員の政策開発能力の向上を図るため、政策検討チームを設置して政策開発を実施

【政策開発推進事業（若手職員チャレンジ事業）】

◇道庁における業務改善、職員の働き方改革、内部統制及びこれらに関連するICTの利活用を推進するため、「Smart道庁推進本部」

を設置

◇改築される庁舎のZEB化推進および、道有施設のLED化改修実施

◇公用車の次世代自動車化を推進

◇道有建築物等の長寿命化による既存ストックの有効活用をはじめ、設備投資・施設運営費の最小化、過剰・有休等の排除を図るこ

とでファシリティの整備・維持運営に係る財政負担を軽減【北海道ファシリティマネジメント推進方針】

◇各種広報媒体を活用して、政策情報や生活情報など、道民ニーズに対応した道政情報を提供

◇北海道におけるスタートアップ・エコシステムの拡大・強化のため、スタートアップの創出・集積を推進

◇職員の人材育成や採用、職場環境づくりに関する方向性などを示す「北海道職員人材マネジメントビジョン」を策定【R7.3】

◇ナッジを研修メニューに位置づけ、職員の実践力を強化

―

※主な取組については、令和７年度基本評価・事務事業評価調書(「○～」)、道ホームページ等(「◇～」)　より引用・作成


